
令和 5 年度実績（環太平洋地域文化研究所） 

◇科学研究費 

申請および獲得状況に関する年度推移 

図 1. 受入額（円）・件数 

 

図 2.申請率 

 

図 3.科研費（代表） 保有率 
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◇科学研究費：採択研究課題（代表：52 件） 令和 5 年度 

研究種目 研究代表者 研究課題 研究開始年度 
研究終了年度 

（延長等含む） 

基盤研究Ｃ 
安仁屋 優子 

（看護学科） 

都市部と農漁村部における地域力を活

かした「近助」ケアシステムの開発 
平成 30 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
島袋 尚美 

（看護学科） 

ヘルスリテラシーの向上に着目した島

民の「肝臓を守る健康教育プログラ

ム」の開発 

平成 30 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
グレッグ 美鈴 

(看護学研究科) 

新卒看護師のプロアクティブ行動を促

すスタッフナースのための教育実践ガ

イドの開発 

平成 30 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
清水 かおり 

（看護学科） 

離島・へき地で働く看護職者のキャリ

ア発達支援と継続教育方法の検討 
令和 1 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
西田 涼子 

（看護学科） 

輸入感染症の脅威にさらされている沖

縄県在住大学生の危機意識の実態と支

援体制の構築 

令和 1 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
鬼頭 和子 

（看護学科） 

精神障害者の生活行動に急速な改善を

もたらすフットケアによる看護援助モ

デルの開発 

令和 1 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
阿部 正子 

（看護学科） 

不妊治療の終結をめぐる夫婦の意思決

定支援に有用な看護アセスメントガイ

ドの開発 

令和 1 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
玉井 なおみ 

（看護学科） 

乳がん患者の持続可能なオーダーメイ

ドウォーキング・ケアプランの構築と

標準化の確立 

令和 2 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
木村 安貴 

（看護学科） 

がん化学療法患者の離職予防に向けた

就労関連スティグマ低減の双方向支援

ツールの開発 

令和 2 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
板山 勝樹 

（国際学部） 

戦後日本における同和教育思想の形

成・変容過程についての研究 
令和 2 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
奥本 正 

（ｽﾎﾟｰﾂ健康学科） 

夏季日常生活時の温度環境が日本人の

発汗機能に影響を与える-生育地域から

の検討- 

令和 3 年度 令和 7 年度 

基盤研究Ｃ 
長嶺 絵里子 

（看護学科） 

島しょ・僻地の強みを活かした青年

期・思春期間のピアカウンセリング・

プログラム開発 

令和 3 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
伊波 弘幸 

（看護学科） 

ハンセン病療養所再興プロセスの構造

化「住み慣れた場所で生き生き暮らす

拠点へ」 

令和 3 年度 令和 6 年度 
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基盤研究Ｃ 
島袋 尚美 

（看護学科） 

人生 100 年を健康に生きる離島中学生

のヘルスリテラシー教育プログラムの

開発 

令和 3 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
下地 紀靖 

（看護学科） 

戦後フィリピン軍人・軍属に嫁いだ沖

縄女性たちの生涯 
令和 3 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
立津 慶幸 

（健康情報学科） 

計算科学と機械学習の組み合わせから

紐解く永久磁石材料の電子論 
令和 3 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
清水 美里 

(国際学部) 

帝国の遺産の脱植民地化－台湾の水資

源開発における技術の重層性 
令和 3 年度 令和 7 年度 

基盤研究Ｃ 
渡慶次 正則 

(国際学部) 

小学・中学英語教員オンライン合同研

修による音韻認識能力とリタラシー能

力の育成 

令和 4 年度 令和 7 年度 

基盤研究Ｃ 
坪井 祐司 

(国際学部) 

マレー半島における民族の枠組みの形

成：マレー民族をめぐる相互作用の研

究 

令和 4 年度 令和 7 年度 

基盤研究Ｃ 
高安 美智子 

(健康情報学科) 

自己調整学習を促す文系数学における

学修支援を組み込んだ授業デザインの

効果検証 

令和 4 年度 令和 6 年度 

基盤研究Ｃ 
嘉納 英明 

(国際学部) 

多文化化の沖縄社会における学校と地

域の協働的実践に関する研究 
令和 4 年度 令和 6 年度 

基盤研究Ｃ 
大城 凌子 

(看護学科) 

ウィズコロナ時代の看取りを支えるコ

ミュニティケアサポーター養成プログ

ラムの開発 

令和 4 年度 令和 7 年度 

基盤研究Ｃ 
古澤 龍太 

(看護学科) 

がんとの共生社会を目指したがん看護

専門看護師による地域がん緩和ケアモ

デルの構築 

令和 4 年度 令和 7 年度 

基盤研究Ｃ 
安仁屋 優子 

(看護学科) 

離党・僻地の地緑を活かした持続可能

なベストミックス近助ケアシステムの

構築 

令和 4 年度 令和 6 年度 

基盤研究Ｃ 
本村 純 

(健康情報学科) 

ヘルスリテラシーを高め行動変容を促

す ALD・NAFLD 予兆モデルの社会実

装試行 

令和 4 年度 令和 8 年度 

基盤研究Ｃ 
藤居 貴子 

(看護学科) 

動脈硬化予防に最適な身体活動プログ

ラムの開発 
令和 4 年度 令和 7 年度 

基盤研究Ｃ 
比嘉 憲枝 

(看護学科) 

親子分離が青年期の発達課題である自

己概念の形成に及ぼす影響 
令和 4 年度 令和 6 年度 

基盤研究Ｃ 
小嶋 洋輔 

（国際学部） 

中間小説はどこにいったか、その終わ

りの始まりを巡ってー昭和 40 年代以降

の小説誌研究 

令和 5 年度 令和 7 年度 



令和 5 年度実績（環太平洋地域文化研究所） 

基盤研究Ｃ 
玉城 将 

（ｽﾎﾟｰﾂ健康学科） 

卓球トップアスリートの回転サービス

を実現するラケット操作の解明 
令和 5 年度 令和 8 年度 

基盤研究Ｃ 
神崎 園子 

（ｽﾎﾟｰﾂ健康学科） 

養護教諭のフィジカルアセスメント能

力向上のための Web マニュアルの開発 
令和 5 年度 令和 8 年度 

基盤研究Ｃ 
樋口 京一 

（ｽﾎﾟｰﾂ健康学科） 

マウスとヒトを用いたインターバル運

動の健康増進機序の解明と効果評価法

の開発 

令和 5 年度 令和 7 年度 

基盤研究Ｃ 
村上 満子 

（看護学科） 

沖縄の「新しい住民的相互扶助（ユイ

マール）」の再構造化 
令和 5 年度 令和 7 年度 

基盤研究Ｃ 
流郷 千幸 

（看護学科） 

予防接種を受ける子どもの「親のため

のプレパレーションガイド」の開発 
令和 5 年度 令和 8 年度 

基盤研究Ｃ 
溝口 広紀 

（看護学科） 

地域とつながらない高齢者を住み慣れ

た地域の強みで支える『結モデル』の

構築 

令和 5 年度 令和 7 年度 

基盤研究Ｃ 
平上 久美子 

（看護学科） 

“まるで病棟にいるような”臨地協同学内

実習の構成と実証 
令和 4 年度 令和 6 年度 

基盤研究Ｃ 
水山 克 

（健康情報学科） 

サンゴ礁の隠蔽空間と隠蔽生物群集の

解明 
令和 5 年度 令和 8 年度 

基盤研究Ｃ 
グレッグ 美鈴 

（看護学研究科） 

新卒看護師の職場適応を促す情報探索

ナビゲーションガイドの開発 
令和 5 年度 令和 8 年度 

若手研究 
山城 智史 

(国際学部) 

明治期における条約改正交渉と「琉球

処分」政策のトランスナショナルな連

動性 

平成 30 年度 令和 5 年度 

若手研究 
屋良 健一郎 

(国際学部) 

和歌・和文から見た琉球・日本の文化

交流 
令和 1 年度 令和 5 年度 

若手研究 
玉城 将 

（ｽﾎﾟｰﾂ健康学科） 

卓球において回転戦術が得点に及ぼす

影響の定量化 
令和 1 年度 令和 5 年度 

若手研究 
大浦 早智 

（看護学科） 

へき地における若年母親のベビーマッ

サージプログラムをきっかけとした居

場所づくり 

令和 2 年度 令和 5 年度 

若手研究 
仲尾次 洋子 

（国際学部） 

テキストマイニングによる台湾会計基

準設定主体の存在意義の解明 
令和 3 年度 令和 5 年度 

若手研究 
濱本 想子 

（ｽﾎﾟｰﾂ健康学科） 

保健体育科教員養成課程における

TPACK 育成プログラムの開発的研究 
令和 3 年度 令和 6 年度 

若手研究 
石川 恵吉 

（共同研究員） 

琉球沖縄における男性歌唱者のうたう

儀礼歌謡の構造と文学的表現研究 
令和 4 年度 令和 7 年度 

若手研究 半嶺 まどか 言語文化的多様性と言語権からみたニ 令和 4 年度 令和 8 年度 
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（国際学部） ューススピーカーのためのことばの継

承アプローチ 

若手研究 
当銘 盛之 

(国際学部) 

覚えやすい漢字単語は忘れにくいの

か：日本語漢字単語の学習に及ぼす母

語の影響 

令和 4 年度 令和 5 年度 

若手研究 
卯田 卓矢 

(国際学部) 

人口減少地域における巡礼ツーリズム

の高まりによる霊場空間の再編に関す

る研究 

令和 4 年度 令和 7 年度 

若手研究 
麻生 玲子 

（国際学部） 

琉球諸語を対象とした効率的かつ大規

模な言語資料収集・蓄積方法に関する

メタ研究 

令和 5 年度 令和 8 年度 

若手研究 
志田 淳二郎 

（国際学部） 

クリントン政権の経済安全保障政策に

関する政治外交史的研究 
令和 5 年度 令和 7 年度 

若手研究 
林 智昭 

（国際学部） 

言語変化の漸進性に関する記述研究：

量的・質的アプローチの融合を目指し

て 

令和 5 年度 令和 7 年度 

若手研究 
玉城 福子 

（国際学部） 

沖縄の平和教育に関する社会学的研

究：マイノリティの沖縄戦体験に着目

して 

令和 2 年度 令和 5 年度 

特別研究員

奨励費 

玉城 福子 

（国際学部） 

沖縄の性的マイノリティに関する社会

学的研究 
令和 3 年度 令和 6 年度 

 

 

◇科学研究費：採択研究課題（分担：30 件） 令和 5 年度 

研究種目 研究分担者 研究課題 研究開始年度 
研究終了年度 

（延長等含む） 

学術変革領

域研究Ａ 

坪井 祐司 

(国際学部) 
「イスラームの知の変換」 令和２年度 令和 6 年度 

基盤研究 A 
屋良  健一郎 

（国際学部） 

大型絵図類のデータ構造化と関連史料の

連携による南西諸島「海上の道」の復元的

研究 

令和 5 年度 令和 8 年度 

基盤研究 B 
グレッグ 美鈴 

(看護学研究科) 

質的研究論文の教育資源提供ネットワー

ク QUARIN-J の開発 
令和 1 年度 令和 5 年度 

基盤研究 B 
山里 純一 

(国際文化研究科) 

東南アジア漢字文化圏の疾病・疾病観の史

的・現代的展開：鬼系病因論の起源と思想

的水脈 

令和４年度 令和６年度 

基盤研究 B 
玉城 福子 

（国際学部） 

経験的概念としての「ポジショナリティ」

の発展的研究 
令和 3 年度 令和 6 年度 

基盤研究 B 
半嶺 まどか 

（国際学部） 

琉球諸語の活性化に向けた言語教育の実

践研究：消滅危機言語から言語継承への転
令和 5 年度 令和 7 年度 
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換 

基盤研究 B 
田代 豊 

（国際学部） 

先端的分子生物学的手法による日焼け止

め剤の造礁性サンゴの白化に及ぼす影響

評価 

令和 3 年度 令和 5 年度 

基盤研究 B 
濱本 想子 

（ｽﾎﾟｰﾂ健康学科） 

理論と実践を体育授業研究で結ぶ教師教

育プラットフォームの構築 
令和 5 年度 令和 9 年度 

基盤研究 B 
グレッグ 美鈴 

（看護学研究科） 

コロナ禍における看護師のキャリアショ

ックと意味づけ：持続可能なキャリアの視

点から 

令和 5 年度 令和 8 年度 

基盤研究 B 
藤居 貴子 

（看護学科） 

心房細動における脳心血管病予防のため

の降圧目標を解明する国際共同大規模臨

床試験 

令和 5 年度 令和 8 年度 

基盤研究Ｃ 
山城 智史 

(国際学部) 

ヨーロッパ言語と日本語・中国語比較によ

る主題構造のカートグラフィー研究 
令和 1 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
流郷 千幸 

(看護学科) 

PCP プログラム開発：子どもの採血・血

管確保時の苦痛緩和ためのプログラム 
令和 1 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
溝口 広紀 

(看護学科) 

野宿生活者が路上にとどまる理由－野宿

生活の長期化影響を与える野宿生活者の

経験－ 

令和 1 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
玉城 将 

(ｽﾎﾟｰﾂ健康学科) 

卓球サービスにおける優れたフェイント

動作：レシーバーの視線と動きに着目して 
令和 1 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
小嶋 洋輔 

(国際学部) 

<私小説性>の計量的分析と国際比較によ

る<自己語り>文化の発展的研究 
令和 2 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
グレッグ 美鈴 

(看護学研究科) 

看護補助者の多様性に対応する人材マネ

ジメントシステムのモデル開発 
令和 2 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
田場 真由美 

(看護学科) 

小離島勤務保健師への ICT を活用した継

続教育プログラムの開発 
令和２年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
赤嶺 守 

(国際文化研究科) 

分散した琉球古文書の統合と活用に関す

る研究 
令和３年度 令和６年度 

基盤研究Ｃ 
流郷 千幸 

(看護学科) 

学生から新人看護師への役割移行プロセ

スにおける社会人基礎力育成プログラム

開発 

令和３年度 令和６年度 

基盤研究Ｃ 
流郷 千幸 

(看護学科) 

食物アレルギー児の社会的集団生活スキ

ルの獲得過程の解明と支援プログラム構

築 

令和３年度 令和６年度 

基盤研究Ｃ 
坪井 祐司 

(国際学部) 

東南アジア・ムスリム社会における「学校

化」の教育社会史：植民地期の教育言説と

女性 

令和４年度 令和 7 年度 

基盤研究Ｃ 
本村 純 

(健康情報学科) 

子育て支援プロモートモデル実装へのVR

を活用した小児救急場面ソリューション
令和 4 年度 令和 8 年度 



令和 5 年度実績（環太平洋地域文化研究所） 

開発 

基盤研究Ｃ 
長嶺 絵里子 

(看護学科) 

琉球弧の小離島診療所看護師と住民との

協働による島嶼包摂ケアの創出 
令和４年度 令和６年度 

基盤研究Ｃ 
安仁屋 優子 

(看護学科) 

琉球弧の小離島診療所看護師と住民との

協働による島嶼包摂ケアの創出 
令和４年度 令和６年度 

基盤研究Ｃ 
玉城 福子 

（国際学部） 

日本と沖縄との関係をめぐる「受益圏／受

苦圏」概念の再検討と実証的研究 
令和 2 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
玉城 将 

(ｽﾎﾟｰﾂ健康学科) 

卓球サービスにおける打球後のフェイン

ト動作による回転偽装 
令和 5 年度 令和 8 年度 

基盤研究Ｃ 
笠村 淳子 

（ｽﾎﾟｰﾂ健康学科） 

学習支援のためのピアチューター制度の

日本文脈化と導入に関する教職員手引き

の開発 

令和 5 年度 令和 7 年度 

基盤研究Ｃ 
平上 久美子 

（看護学科） 

高齢患者の術後せん妄予防・緩和のための

ハンドマッサージ法による全人的アプロ

ーチ 

令和 1 年度 令和 5 年度 

基盤研究Ｃ 
水山 克 

（健康情報学科） 

コラリコリッドはサンゴの高温耐性を高

めるか？ 
令和 5 年度 令和 8 年度 

挑戦的萌芽 
麻生 玲子 

（国際学部） 

遺伝系統樹と言語系統樹の矛盾を検討す

る 
令和 5 年度 令和 7 年度 

 


